
法
人
部

●
2
0
0
5
年
秋
の
叙
・
叙
位

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
竹
中
正
夫
氏
同
志

社
大
学
名
誉
教
授
田
口
芳
弘
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
瑞

宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
、
Ⅱ
月
円
日
国
立
劇
場

大
劇
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
学
校
法
人
同
志
社
監
事
中
野
淑
夫
氏

が
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
、
Ⅱ
月
9
日
霞
ケ

関
会
館
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

創
立
記
念
行
事

リ
ユ
ニ
オ
ン
Ⅱ
月
6
日
円
時

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

創
立
尋
一
礼
拝
Ⅱ
月
舒
日
円
時

同
志
社
礼
拝
堂

早
天
祈
祷
会
Ⅱ
月
鈴
日
 
7
時
若
王
子
山
頂

創
立
1
3
0
周
年
記
念
式

Ⅱ
月
器
日
 
9
時

大
学
神
学
館
礼
拝
堂

大
学

●
創
立
1
3
0
周
年
記
念

一
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
0
5
一
開
催

2
0
0
5
年
Ⅱ
月
6
日
、
「
り
ユ
ニ
オ
ン
」

と
併
せ
て
「
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0

0
5
」
が
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た

雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
2
0
0
0
人
の
参
加
が
あ

り
、
終
日
賑
わ
い
を
見
せ
た

同
志
社
礼
拝
堂
で
の
厳
か
な
開
会
式
の
後
、

明
徳
館
で
大
谷
實
総
長
の
創
立
1
3
0
周
年
記

ム
需
演
「
同
志
社
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
が

行
わ
れ
た
(
捻
頁
参
照
)
。
ま
た
、
特
別
企
画

の
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
改
修
保
存
工
事
現
場
見
学

が
人
気
を
集
め
て
い
た
。
そ
の
他
、
卒
業
生
交

流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
野
点
音
楽
の
競
演
な
ど

の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
歓
声
を
あ
げ
、
恩
師

一
、
こ
ろ

や
旧
友
と
の
再
会
な
ど
、
卒
業
生
は
「
精
神
に

帰
る
一
日
」
を
堪
能
さ
れ
て
い
た
。

(
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
会
匝

同
志
社
ブ
ラ
ン
ド
3
大
酒
が
誕
生

2
0
0
4
年
秋
の
同
志
社
ワ
イ
ン
の
デ
ビ
ユ

ー
か
ら
1
年
、
ビ
ー
ル
と
日
本
酒
も
加
わ
り
同

志
社
ブ
ラ
ン
ド
3
大
酒
が
勢
揃
い
し
た
。

ワ
イ
ン
は
、
丹
波
ワ
イ
ン
株
式
会
社
の
黒
井

衛
社
長
(
部
年
商
学
部
卒
茎
の
発
案
に
ょ
り

実
現
、
叫
年
の
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

席
で
披
露
さ
れ
た
。
備
年
4
月
に
は
ラ
ベ
ル
デ

ザ
イ
ン
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
公
募
、
 
6
月
に
品
質

を
高
め
た
新
ワ
イ
ン
「
1
8
7
5
」
(
赤
・
白
)

が
発
売
さ
れ
た
。

ビ
ー
ル
は
備
年
秋
、
御
所
の
南
に
長
年
店
を

構
え
る
キ
ン
シ
正
宗
(
株
)
京
都
町
家
麦
酒
醸

造
所
が
製
造
し
、
「
寒
梅
館
」
と
命
名
さ
れ
た

同
社
の
広
告
に
は
「
御
所
を
は
さ
ん
で
北
と
南

京
都
が
育
ん
だ
伝
統
・
文
化
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ヨ
ン
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。

大
吟
醸
酒
「
七
五
三
太
」

社
会
学
部
社

、

は

会
学
科
で
「
社
会
調
査
実
習
」
を
学
ぶ
学
生
と

「
伏
見
日
本
酒
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
会
」
(
代
表

社
会
学
部
藤
本
昌
代
助
教
授
)
が
企
画
・
考
案

し
た
。
製
造
・
販
売
は
株
式
会
社
北
川
本
家
。

な
お
、
売
り
上
げ
の
一
部
は
、
い
ず
れ
も
在

学
生
の
奨
学
金
と
し
て
大
学
に
還
兀
さ
れ
る

チ
ョ
ン
ジ
ヨ
ン

韓
国
詩
人
・
鄭
芝
溶
の
碑
を
建
立

大
正
S
昭
和
初
期
に
大
学
に
在
学
し
た
韓
国

現
代
詩
の
代
表
的
詩
人
、
鄭
芝
溶
の
詩
碑
が
今

出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
立
さ
れ
、
捻
月
玲
日
、

除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
場
所
は
ハ
リ
ス
理
化
学

館
の
西
側
広
場
で
、
鮖
年
に
建
て
ら
れ
た
尹
東

柱
の
詩
碑
の
南
側
に
並
ん
で
設
置
さ
れ
た

オ
ウ
チ
ョ
ン

詩
碑
は
昨
年
松
月
、
沃
川
郡
か
ら
「
旺
盛

な
創
作
活
動
を
行
い
、
縁
の
あ
る
同
志
社
大
学

に
詩
碑
を
建
立
し
た
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

同
郡
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。
花
こ
う
岩
製
川
の

流
れ
と
虹
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
、
代

成

表
作
「
鴨
川
」
の
全
文
が
日
本
語
と
ハ
ン
グ
ル

で
刻
ま
れ
て
い
る
。

鄭
氏
は
韓
国
中
部
の
沃
川
郡
の
出
身
で
、
自

然
を
テ
ー
マ
に
多
く
の
詩
を
発
表
し
て
い
る
。

「
韓
国
現
代
詩
の
父
」
と
評
さ
れ
、
尹
東
柱
に

も
影
響
を
与
え
た
。
同
志
社
礼
拝
堂
で
行
わ
れ

た
除
幕
式
に
は
、
大
学
や
韓
国
の
関
係
者
約
釦

人
が
参
加
。
八
田
英
二
大
学
長
は
、
「
韓
国
の

文
学
界
に
大
き
な
影
将
を
与
え
た
2
人
の
詩
人

の
碑
が
、
心
の
ふ
る
さ
と
同
志
社
に
建
っ
た
が
、

日
韓
の
文
化
交
流
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

臨
光
館
が
妓
工

2
0
0
5
年
9
月
器
日
、
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
臨
光
館
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。
建

物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
建
築
面
積
2
2

5
5
 
・
 
6
.
m
、
延
床
面
積
8
4
7
6
 
・
 
3
Q
.
m

で
、
地
上
4
階
地
下
1
階
建
で
あ
る
。
 
1
階

は
社
会
学
部
・
政
策
学
部
事
務
室
お
よ
ぴ
研
究

室
事
務
室
や
食
堂
等
が
あ
り
、
 
2
S
4
階
は

大
・
中
・
小
の
会
議
室
や
研
究
室
現
代
ア
ジ

ア
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
下
は
書
架
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

臨
光
館
は
、
政
策
学
部
と
社
会
学
部
の
個
人

研
究
室
・
共
同
研
究
室
や
教
室
の
不
足
を
解
消

す
る
目
的
で
、
旧
臨
光
館
を
改
築
し
た
旧
臨

光
館
は
「
日
本
電
池
発
祥
の
地
」
の
建
物
で
、

ノ

,
卓

女
子
大
学

"

ノ

0
0
仂
工
一
仂
工
》
刀
m
で
0
抑
↓
 
7

宅
一

一
』

.

i

゛
甸
宅
、
●
M
昌
旦
"
"
.
苔

乢
ゞ
Ⅲ
劇
U
●
"
、
乳
"
註
Ⅱ
員
;

二
討
だ
弐
"
首
賀
●
豆
=
"
聖
何
:

早
ヨ
ι
、
N
一
卦
Ⅱ
計
魯
其
.
ゑ
叫
.

,
ι
'
■
一
●
一
、
,
帆
"
里
一

石
碑
と
旧
日
本
電
池
本
社
社
屋
の
レ
プ
リ
カ
を

南
側
外
壁
に
組
み
込
み
、
保
存
し
て
い
る
。

●
同
志
社
女
子
大
学
地
区
別
、
談
会

6
月
W
e
/
岡
山
、
 
7
月
2
日
/
横
浜
、
フ

月
9
日
/
熊
本
に
お
い
て
、
地
区
別
懇
談
会
を

開
催
し
た
 
2
0
0
2
年
度
よ
り
全
国
各
地
で
、

卒
業
生
お
よ
ぴ
栄
光
会
会
員
に
、
本
学
の
教
育

方
針
や
取
り
組
み
に
対
す
る
理
解
を
得
る
と
と

も
に
自
己
啓
発
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
女

子
大
学
主
催
同
志
社
女
子
大
学
栄
光
会
・
同

志
社
女
子
大
学
同
窓
会
《
く
ヨ
Φ
の
会
》
協
賛

で
行
わ
れ
て
い
る
当
日
は
各
会
場
釦
S
卯
人

が
参
加
し
、
女
子
大
学
薬
学
部
森
田
邦
彦
教

授
に
ょ
る
「
ク
ス
リ
と
り
ス
ク
S
有
効
・
安
全

な
薬
物
治
療
を
め
ざ
し
て
S
」
と
題
し
た
講
演

を
行
っ
た
後
懇
親
会
に
お
い
て
教
職
員
、
卒

業
生
お
よ
ぴ
栄
光
会
会
員
な
ど
が
交
流
を
深

め
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。円
月
器
日
・
即
日

●
秋
季
り
ト
リ
ー
ト

伺
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
。

細
井
順
氏
(
(
財
)
近
江
兄
弟
社
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
記
念
病
院
緩
和
ケ
ア
部
長
)
を
講
師
に
迎
え

呈ξ「....

除幕式での日韓関係者(左から3人目が八田英二学長)

、 r
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「
死
と
向
き
合
う
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
い
た
。
「
死
」
を
体
験

す
る
シ
ユ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
今
生
き

て
い
る
素
晴
ら
し
さ
空
志
し
、
「
生
」
に
つ

い
て
彰
了
え
る
貰
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
医
療
と

い
う
枠
を
超
え
て
、
人
生
最
後
の
一
ケ
月
を
過

こ
す
患
者
と
家
族
を
支
え
る
ホ
ス
ピ
ス
の
使
命

の
重
さ
を
痛
感
し
た
。
学
生
・
教
職
員
の
約
即

人
が
参
加
し
、
グ
ル
ー
プ
・
ト
ー
キ
ン
グ
や
全

体
会
を
通
し
て
交
流
を
深
め
、
 
1
泊
2
日
の
充

実
し
た
時
問
を
過
こ
し
た

●
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ヨ
ン
公
演

え
§
告
籍
ミ
、
ミ
ミ

学
芸
〕
添
英
語
英
文
学
科
3
、
 
4
年
次
の
2

年
問
を
か
け
て
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
を
研

究
し
、
 
4
年
次
の
秋
に
授
業
の
一
環
と
し
て
英

語
に
ょ
る
上
演
を
行
っ
て
お
り
、
キ
ャ
ス
ト
を

は
じ
め
、
台
本
、
字
幕
、
衣
装
、
大
豐
へ
照

明
、
演
出
等
す
べ
て
学
生
の
手
に
ょ
っ
て
作
ら

れ
て
い
る
。
第
郭
回
矧
を
迎
え
る
今
年
度
は
、

Ⅱ
月
Ⅱ
日
新
島
犀
需
堂
 
B
日
寒
梅
館
に

お
い
て
え
ロ
ミ
令
容
、
、
ミ
ミ
を
上
演
。
学
内
外

か
ら
2
日
間
で
1
5
0
0
人
を
超
す
観
客
が
来

場
し
、
好
評
を
博
し
た
。

女
子
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
0
5

女
子
大
学
と
同
志
社
女
子
大
学
同
窓
会

《
く
ヨ
Φ
の
会
》
共
催
、
伺
志
社
同
窓
会
、
同

ー
ー

を
過
こ
し
た

薬
学
部
医
療
薬
学
科

6
年
制
課
程
へ
全
面
移
行

薬
学
部
医
療
薬
学
科
は
、
医
療
現
場
に
お
い

て
医
師
、
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
管
理
栄

養
士
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
医

療
の
一
翼
を
担
い
う
る
質
の
高
い
有
能
な
薬
剤

師
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
 
2
0
0

5
年
4
月
か
ら
4
年
制
課
程
で
学
生
受
け
入
れ

を
開
始
し
、
入
学
定
員
1
2
0
人
に
対
し
入
学

者
1
5
0
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

2
0
0
6
年
4
月
か
ら
は
、
法
律
改
正
に
ょ

り
薬
剤
師
の
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が
4
年
制

課
程
か
ら
6
年
制
課
程
へ
と
な
っ
た
た
め
、
医

療
薬
学
科
の
入
学
定
員
1
2
0
人
を
6
年
制
課

程
へ
全
面
移
行
す
る
申
請
を
文
部
科
学
省
に
行

い
、
2
0
0
5
年
捻
月
5
日
付
露
可
さ
れ
た
。

本
学
の
6
年
制
課
程
の
医
療
薬
学
科
は
、
医

療
現
場
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
に
重
要
な
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広
い
教

養
と
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
つ
け
、
医
療
現
場

で
求
め
ら
れ
て
い
る
問
題
解
決
能
力
を
持
っ
た

実
力
の
あ
る
薬
剤
師
を
養
成
す
る
観
点
か
ら
、

4
年
制
課
程
よ
り
も
、
医
療
系
・
臨
床
系
の
新

設
科
目
の
配
置
や
薬
学
実
務
実
習
関
係
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
 
6
年
間
を
通
じ
て
充
実
し
た
薬

学
教
育
が
受
け
ら
れ
る
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
内
容
と

志
社
女
子
大
学
栄
光
会
、
京
田
辺
市
、
女
子
大

学
各
学
会
協
賛
に
ょ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

を
、
Ⅱ
月
B
e
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
た
。
当
日
は
新
島
尋
裁
堂
に
て
開
会
礼
拝
、

開
会
式
、
女
子
大
学
同
窓
会
《
く
ヨ
Φ
の
会
》

総
会
、
女
子
大
学
松
下
悦
f
助
教
授
に
ょ
る
ソ

プ
ラ
ノ
独
唱
、
卒
業
生
に
ょ
る
弦
楽
四
重
奏

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
ハ
ム
演
の
後
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
て
学
部
学
科
、
学
生
ク
ラ
ブ
、
同
志
社
同
窓

会
に
ょ
る
展
示
や
講
演
、
公
演
、
体
験
、
ま
た

京
田
辺
市
の
地
元
農
産
物
の
販
売
な
ど
が
行
な

わ
れ
、
 
1
0
0
0
人
を
超
え
る
出
席
者
は
、
発

展
を
続
け
る
女
子
大
学
で
の
充
実
し
た
ひ
と
時

し
て
い
る
ま
た
、
初
め
て
実
施
さ
れ
る
共
用

試
験
や
薬
剤
師
国
家
試
験
に
対
応
で
き
る
充
実

し
た
教
育
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
音
楽
学
科
定
期
演
奏
会

捻
月
Ⅱ
日
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
大
ホ

ー
ル
で
、
第
託
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
。
音
楽

山
萪
合
唱
団
に
ょ
る
J
 
・
 
G
 
・
ロ
パ
ル
ツ
/
ミ

サ
・
ブ
レ
ヴ
ィ
ス
、
西
村
朗
/
炎
の
挽
歌
、
音

楽
学
科
一
官
弦
楽
団
に
ょ
る
し
・
 
V
 
・
、
^
ー
ト
ー

ヴ
エ
ン
/
「
エ
グ
モ
ン
ト
」
序
曲
、
交
排
曲
第

1
番
二
長
調
「
巨
人
」
を
演
奏
。
ー
ー
0
0
人

を
超
え
る
来
聴
者
を
迎
え
、
好
ず
Z
得
た

丁

た
。
大
<
嘉
長
を
表
敬
訪
問
し
、
岩
倉
祭
で
は

リ
レ
ー
に
参
加
。
ヨ
ー
ガ
や
、
歌
と
踊
り
と
パ

ン
ト
マ
イ
ム
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
を
楽

し
く
紹
介
。
広
島
の
平
和
記
念
館
見
学
研
修
で

は
、
あ
ら
か
じ
め
学
ん
で
き
た
被
爆
の
現
実
を

改
め
て
目
で
確
か
め
、
貞
子
像
の
前
で
平
和
の

折
鶴
を
折
り
、
非
戦
の
詩
を
朗
読
し
た
。
多
く

の
教
職
員
の
協
力
が
あ
り
、
文
化
交
流
行
事
と

し
て
本
当
に
定
着
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

9
月
鈴
日
S
W
月
3
日

岩
倉
祭

地
下
鉄
を
利
用
す
る
市
民
の
目
に
全
て
が
見

え
て
し
ま
う
、
遮
る
も
の
が
何
一
つ
な
い
南
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
の
初
の
体
育
祭
。
き
ち
ん
と
集
合

し
、
住
民
に
不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
ス
ピ
ー

カ
ー
の
音
量
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
例
年
の
体

育
祭
と
は
違
っ
た
緊
張
を
持
ち
つ
つ
秋
晴
れ

の
1
貝
り
レ
ー
や
玉
入
れ
、
棒
倒
し
、
騎
馬

戦
等
々
の
競
技
に
し
な
や
か
な
体
が
躍
動
し

た
分
団
対
抗
応
援
合
戦
は
、
選
曲
と
振
り
付

手
作
り
衣
装
の
見
事
さ
に
観
客
は
惜
し
み

け
、な
く
拍
手
。
こ
の
時
の
た
め
に
何
十
時
間
も
練

習
し
て
き
た
円
分
問
が
夢
の
よ
う
に
流
れ
、
 
3

年
生
の
顔
も
身
体
も
ま
ぶ
し
く
輝
い
て
い
た

体
育
祭
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
ク
ラ
ス
・
ク

ラ
ブ
の
演
劇
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
展
示
や
模

擬
店
と
続
き
、
写
真
を
取
り
△
口
う
な
ど
岩
倉
祭

を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
た
。
模
擬
店
の
純
益

高
等
学
校

ウ
エ
ス
リ
ー
カ
レ
ツ
ジ
交
換
留
学
(
受
入
)

9
月
玲
日
S
円
月
1
日

メ
ル
ボ
ル
ン
の
名
門
私
学
か
ら
男
子
4
人
、

女
f
5
人
の
生
徒
が
来
日
 
7
打
末
に
本
校
生

徒
が
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
1
力
月
ぶ
り
の
再
会
ま
ず
同
志
社
ぴ
わ
こ

リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
泊
ガ
イ
ダ
ン
ス

合
宿
で
一
気
に
玲
人
の
仲
間
が
仲
良
し
に
な

り
、
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
授
業
や
日
本
語

教
室
、
生
花
や
料
理
教
室
な
ど
に
参
加
し
、
毎

H
新
し
い
友
逹
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
っ

が
1
万
円
を
超
え
、
教
員
も
カ
ン
パ
し
て
ク
ラ

ブ
パ
ー
ト
が
2
万
円
ほ
ど
を
ク
リ
ス
マ
ス
献
金

に
捧
げ
た
。

円
月
部
日

人
権
学
習
会

5
、
 
6
時
間
を
利
用
し
、
 
1
年
生
は
「
ア
ジ

ア
か
ら
の
留
学
生
円
人
の
話
」
 
2
年
生
は
映
画

『
チ
ル
ソ
ク
の
夏
』
 
3
年
生
は
「
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
」
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
「
働
く
こ
と
・
生
き

る
こ
と
」
の
講
演
を
聞
き
、
 
H
R
で
そ
の
感
想

を
書
く
。
と
も
す
る
と
日
常
の
生
活
の
な
か
に

流
さ
れ
て
、
基
本
的
人
権
を
大
切
に
す
る
姿
勢

を
忘
れ
が
ち
な
自
分
た
ち
を
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
。

Ⅱ
月
蛯
・
B
e

秋
の
り
ト
リ
ー
ト

「
自
分
た
ち
は
何
が
で
き
る
か
」
を
テ
ー
マ

に
花
背
「
山
の
家
」
で
実
施
。
参
加
B
人
。
講

師
に
は
板
垣
容
子
氏
を
お
招
き
し
、
タ
イ
の
少

数
民
族
カ
レ
ン
族
の
村
の
子
供
ら
と
5
年
間

暮
ら
し
て
き
た
経
験
か
ら
日
本
と
現
地
の
違
い

を
話
さ
れ
、
少
数
民
族
の
人
た
ち
が
伝
統
を
守

り
、
自
立
と
平
和
の
道
を
歩
め
る
た
め
に
、
私

た
ち
は
何
が
で
き
る
か
生
徒
に
問
い
か
け
た
。

タ
食
は
板
垣
さ
ん
の
指
導
で
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー

や
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
ス
ー
プ
を
作
り
、
満
天

の
星
の
下
で
タ
イ
の
地
に
思
い
を
は
せ
、
食
事

を
分
け
合
っ
た
。
翌
日
は
「
岩
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

ク
リ
ス
マ
ス
」
の
計
画
を
熱
心
に
話
し
合
い
、

0
0
仂
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
9

胤
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ホ
ザ
ナ
コ
ー
ラ
ス
部
や
管
弦
楽
部
、
宗
教
部
、

そ
れ
に
音
楽
受
講
生
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
、
生
徒
中
心
に
進
め
て
行
き
た
い
と
い
う

基
本
線
が
確
認
さ
れ
た
。

松
月
円
日

●
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

美
術
部
の
有
志
と
礼
拝
委
員
が
協
力
し
て
、

直
径
1
・
5
m
も
あ
る
美
し
い
り
ー
ス
を
作

り
、
チ
ャ
ペ
ル
ホ
ー
ル
入
り
口
に
飾
る
。
平
安

教
会
牧
師
後
藤
正
敏
氏
の
奨
励
を
聞
き
、
世
の

暗
闇
が
い
っ
そ
う
際
立
つ
こ
の
社
会
で
、
キ
リ

ス
ト
の
光
を
見
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
祈
り
を

捧
げ
た
岩
キ
ャ
ン
バ
ス
ク
リ
ス
マ
ス
 
n
月
W
e

5
時
半
開
始
。
 
1
時
間
半
チ
ャ
ペ
ル
に
若
人

の
聖
歌
や
キ
ャ
ロ
ル
が
響
き
渡
る
。
地
域
の
人

や
卒
業
生
も
含
め
2
0
0
人
ほ
ど
で
音
楽
礼
拝

を
捧
げ
た
。

捻
月
N
e

止
揚
学
訪
問
交
流

恒
例
の
訪
問
交
流
だ
が
、
生
徒
に
と
っ
て
は

つ
も
初
体
験
。
お
話
を
聞
き
、
お
手
伝
い
を

、しし
、
食
事
を
共
に
し
、
歌
い
踊
り
、
生
き
て
い

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
中
驫
じ
て
、
人

の
行
き
交
う
京
都
へ
帰
っ
て
き
た
。

.

香
里
中
高

'

運
動
部
救
急
講
習
会

9
月
1
日

例
年
、
夏
休
み
前
に
実
施
し
て
い
た
が
、
今

回
は
講
師
の
都
合
で
始
業
式
の
日
に
な
っ
た
。

参
加
者
は
、
運
動
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
や
副
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
る
約
和
人
。
講
師
の
熱
心
な
指

導
の
も
と
、
救
急
実
習
に
汗
を
流
し
て
い
た
。

人
工
芝
の
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
 
9
月
円
日

1
周
4
0
o
m
 
の
ア
ン
ツ
ー
カ
ー
色
の
ト
ラ

ツ
ク
と
中
央
部
の
グ
リ
ー
ン
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が

色
鮮
や
か
で
あ
る
。
通
学
路
側
の
ラ
グ
ビ
ー
の

ポ
ー
ル
の
後
に
、
白
で
「
D
O
S
H
1
S
H
A

中
2
修
学
旅
行
〔
函
館
〕
円
打
訟
S
器
Π

列
作
よ
り
出
発
ガ
H
1
く
な
り
教
員
も
生
徒

も
凖
飾
が
忙
し
か
っ
た
よ
う
だ
が
令
行
程
を

じ
.
戴
こ
.
丁
動
し
た
名
折
Ⅲ
跡
に
感
四
し
た
以

上
に
、
牧
場
で
の
バ
タ
ー
作
り
、
朝
市
で
の
光

り
子
体
験
な
ど
の
籌
で
人
々
と
ふ
れ
あ
っ
た

こ
と
の
印
象
が
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

」
秘
稔
"
n
e

ス
ボ
ー
ツ
大
会

捻
月
B
n

小
学

午
前
小
だ
け
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
で
あ
っ
た
の

で
、
述
営
は
い
ろ
い
ろ
工
犬
が
あ
っ
た
が
、

乍

徒
は
寒
さ
に
も
鬨
わ
ら
ず
活
発
で
あ
っ
た
人

工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
座
っ
て
の
閉
会
式
も
和

や
か
で
あ
っ
た
。

高
2
情
報
見
学
会
(
班
別
行
動
)

一
即

Π
そ
の
結
果
が
出
た
が
、
学
年
と
し
て
の
偏
差

値
は
全
同
平
均
よ
り
上
で
あ
っ
た

K
O
R
1
」
と
入
っ
て
い
る
。
(
こ
れ
は
O
B

会
か
ら
の
寄
付
で
あ
る
。
)

W
日
の
竣
工
式
で
は
、
陸
上
部
員
の
走
り
初

め
と
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
改
修
工
事
中
練
習
で
お

世
話
に
な
っ
た
淀
川
工
業
高
校
を
迎
え
て
、
練

習
試
合
を
行
い
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
初
戦
を
も

の
に
し
た
(
詳
細
は
P
T
A
新
聞
]
4
6
号
を

去
恵
。

修
1
笊
汀
の
肝
半
位
で
宗
前
に
ス
ケ
ジ
ユ

ー
ル
表
を
捉
出
さ
せ
、
一
補
の
ツ
ィ
ン
ビ
ル
に

あ
る
「
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
艇
小
館
」
と
、
中
の
島
の

「
大
阪
市
立
科
学
館
」
の
岡
方
を
見
学
し
た

高
1
学
カ
テ
ス
ト
(
外
部
模
試
)
円
打
8
Π

進
路
委
員
会
か
ら
「
乍
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
、
全
凶
に
お
け
る
位
冊
を
認
鐡
さ
せ

る
」
と
い
う
目
的
て
外
部
の
模
擬
試
験
の
導
人

が
提
案
さ
れ
、
教
1
<
会
議
で
何
度
も
議
論
し
た

結
樂
、
今
作
度
、
器
叩
、
数
学
、
鼎
叩
の
3
科

Π
で
商
1
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た

女
子
中
高

9
月
W
・
Ⅱ
Π

修
養
会

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
中

ン
2
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
の
修
食
会
が
行
わ

れ
た
巾
学
生
は
三
0
く
Φ
て
0
三
(
愛
口
友
)

を
テ
ー
マ
に
鈴
木
祈
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
高

0
0
仂
工
一
Φ
工
》
刃
m
で
0
刀
↓
 
1

校
生
は
「
Z
Φ
Φ
含
m
S
 
一
粒
の
愛
」
を
テ
ー
マ
に

青
木
恵
美
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
愛
、
友
情

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

9
打
舒
日

体
育
祭

幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
徒
競
走
、
綱
引
き
、

仮
装
競
演
、
応
援
合
戦
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の

ク
ラ
ス
対
抗
り
レ
ー
に
至
る
ま
で
、
活
力
あ
る

展
開
が
な
さ
れ
た
。

9
月
豹
日
S
円
月
1
日

文
化
祭

3
日
問
の
Π
程
で
、
「
く
一
く
N
 
一
印
く
区
里
を

テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
栄
光
館
の
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
工
事
の
た
め
栄
光
館
は
使
え
ず
大

学
の
好
意
に
ょ
り
寒
梅
館
の
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー

ル
を
借
り
て
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
熱
唱

し
た
ま
た
、
催
し
物
や
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
メ

イ
ン
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
体
育
館
2
階
で
行
な

つ
た
。
中
学
1
年
生
は
通
路
に
ス
テ
ン
ド
・
ク

ラ
ス
を
飾
り
、
中
学
2
 
・
 
3
年
生
は
ク
ラ
ス
こ

と
の
展
示
、
高
校
生
は
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
発
表
、

行
志
に
ょ
る
展
示
、
演
奏
等
様
々
な
分
野
で
活

兆
な
活
動
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
1
日
に
は
並
行

し
て
、
女
子
部
の
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

Ⅱ
月
7
.
8
日

収
穫
感
謝
礼
拝

9
月
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
エ
事
も
終
わ
り
、

Ⅱ
月
Π
日
に
は
栄
光
館
で
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

＼ノ

奏
、
聖
歌
隊
の
合
唱
に
ょ
る
賛
美
礼
拝
を
持
ち
、

玲
日
に
は
、
収
穫
物
を
持
ち
寄
り
、
咸
繍
の
礼

、
.
鳥C

先

30
止揚学園訪問交流の一場面

びわこりトリートセンターでの修養会

^'
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拝
、
午
後
に
、
・
響
ら
れ
た
収
穫
物
と
献
金
を

持
っ
て
羊
叢
施
設
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
劼
問

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
"
荒
の
塒
を
持
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト
捻
Π
玲
口

午
前
の
部
は
生
徒
・
教
腎
<
と
で
、
午
後
の

部
は
利
敬
学
剛
の
方
々
を
招
き
、
一
般
の
方
々

と
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
礼
井
を
ま
も
っ
た
。
生
徒
、

教
職
員
、
礼
拝
に
参
加
し
た
一
般
の
方
々
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
献
金
は
、
令
国
の
福
祉
関
係
の
施

設
、
事
業
所
巨
ら
れ
た

国
際
中
高

フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど
楽
し
い
企
画
が
行
わ
れ
た

咋
年
は
介
風
の
た
め
短
縮
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ

た
が
、
今
年
度
は
好
天
に
恵
ま
れ
生
徒
た
ち
は

2
口
問
を
満
喫
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
Ⅱ
月
詑
U

フ
ォ
ロ
ー
博
士
来
日

、
局
校
3
年
の
選
択
科
口
「
m
三
住
一
Φ
仇
 
0
コ

剛
即
ヨ
0
仁
m
 
の
で
Φ
円
丁
Φ
m
N
コ
住
仂
で
Φ
美
Φ
邑
の

一
環
と
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
欝
又
賞
者
で
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
助
教
授
の
ラ
ッ
ク
ラ

ン
・
フ
ォ
ロ
ー
博
士
が
来
校
さ
れ
た
。
生
徒
た

ち
の
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
、
戦
争
と
平
和
に
関

す
る
腎
ル
」
父
換
を
行
っ
た
。
全
て
英
語
で
の
周

9
打
円
S
N
H

文
化
祭

本
校
の
最
大
一
皐
で
あ
る
、
中
学
体
育
祭

高
校
体
育
祭
・
小
高
文
化
祭
が
盛
大
に
行
な
わ

れ
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
応
援
合
戰
・
マ
ス
ゲ

ー
ム
・
中
3
・
高
3
四
綸
発
表
等
さ
ま
さ
ま

な
企
画
に
、
生
徒
た
ち
が
積
極
的
に
参
加
し
、

*
木
し
い
期
問
を
過
こ
し
た
。

内
分
た
ち
で
人
止
向
し
、
 
2
S
3
の
役
職
を
兼

務
し
、
全
体
の
力
に
し
て
い
く
生
徒
た
ち
の
力

強
さ
に
感
動
し
た
1
週
問
で
あ
っ
た
。

中
3
体
験
学
習

9
打
7
・
8
日

知
多
半
島
、
南
知
多
泓
泉
郷
で
火
施
さ
れ
た
。

旦
羊
活
を
既
れ
、
地
引
き
網
漁
、
キ
ャ
ン
プ

、
ψ

到
な
準
備
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
博
士
も

真
撃
に
応
え
て
く
だ
さ
り
、
非
常
に
充
実
し
た

時
問
と
な
っ
た
。

創
立
舗
周
年
記
念
行
事
Ⅱ
月
4
S
6
日

創
立
か
ら
4
半
世
紀
を
経
た
国
際
中
高
の
誕

生
日
を
祝
う
催
し
が
3
日
間
に
渡
っ
て
行
な
わ

れ
た
巧
周
年
記
念
の
際
は
、
テ
ー
マ
に
「
帰

国
生
徒
教
育
の
到
達
点
と
展
望
」
を
掲
げ
、
全

国
規
模
の
教
育
研
究
大
会
を
行
っ
た
が
、
今
回

は
、
卒
業
生
と
と
も
に
祝
う
学
校
の
誕
生
日
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。

行
わ
れ
た
行
事
は
、
 
4
Π
は
、
卒
業
後
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
が
在
校
生
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
何
も
な
い
創
立
当
初
の
学
校
環
境
か
ら
一

つ
ひ
と
つ
作
り
出
し
て
い
っ
た
卒
業
生
た
ち
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
在
校
生
た
ち
も
感
じ
る
も
の

が
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
5
日
は
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
。
既
に
退
職
さ
れ
た
小
池
先
生
の

礼
拝
か
ら
、
多
く
の
卒
業
生
が
集
い
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
こ
し
た
。
そ
れ
ぞ
祭
分
囲
気
は

変
わ
っ
た
け
れ
ど
、
顔
を
見
た
と
た
ん
学
生
時時

代
に
立
ち
戻
っ
て
本
当
に
楽
し
い
歓
談
の
一

と
な
り
、
再
会
を
約
束
し
て
散
会
し
た
。
 
6
日

は
、
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
四
一
パ
ー
テ
ィ
。

^
長
・
理
事
長
先
生
に
も
臨
席
い
た
だ
き
、
 
3

0
0
人
以
上
が
架
ま
り
楽
し
い
一
時
を
過
こ
し

た
。
今
回
の
催
し
が
出
発
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
よ
う
な
催
し
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
皆

で
誓
い
合
っ
た
。

円
同
N
S
器
U

人
権
強
調
週
間

人
権
委
員
を
中
心
に
、
人
問
の
尊
厳
と
基
木

的
人
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
ぃ
て
深
く

考
え
る
週
問
と
な
っ
た
。
外
来
荊
師
の
誥
演
、

ワ
ー
ク
シ
ヨ
ツ
プ
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
に
真

剣
に
取
り
組
ん
だ

U
H
玲
日

●
高
校
ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

吹
奏
楽
部
・
聖
歌
隊
・
高
等
学
校
3
年
生

仂
0
コ
賜
ヨ
国
コ
⑩
=
m
丁
受
講
生
、
保
護
者
の
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
協
力
の
も
と
、
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
た

国
際
交
流

今
年
度
も
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
友
人
た
ち

が
本
校
を
劼
れ
有
意
義
な
交
流
が
行
わ
れ
た

ま
た
、
本
校
生
徒
た
ち
も
海
外
研
修
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
。
主
な
」
輪
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

国
8
一
Φ
》
δ
一
一
く
Φ
四
三
コ
叫
仁
Φ
、
Φ
Φ
コ
コ
一
コ
Φ

三
男
仁
Φ
一
(
フ
ラ
ン
ス
)
と
の
交
換
プ
ロ
グ

ラ
ム
フ
ィ
リ
ヅ
プ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
.
サ
マ
ー
セ

一
貌

中
学
校

夏
の
キ
ャ
ン
プ

1
年
生
は
7
打
訟
U
S
即
H
に
か
け
て
4

各
期
2
泊
3
日
で
冑
昂
市
に
あ
る
本
校
由

ー
、
抑良
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
海
の
キ
ャ
ン
プ
を
、
ま

た
2
年
生
(
希
望
参
加
)
は
7
月
詑
日
S
8
月

2
円
に
か
け
て
4
期
、
 
3
油
4
日
の
信
州
の
肝

松
岳
登
山
と
栂
池
白
然
園
を
訪
ね
る
山
の
キ
ャ

ン
プ
を
行
っ
た
。
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
海

や
山
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
。

9
月
詑
Π

体
育
祭

八
分
団
が
ト
ラ
ッ
ク
種
同
や
綱
引
き
、
棒
倒

し
、
騎
馬
戦
、
ム
カ
デ
リ
レ
ー
で
六
熱
し
た
レ

ー
ス
を
繰
り
広
げ
た
。

W
月
5
e
S
7
日

学
園
祭

京
都
会
館
で
舞
台
発
表
で
あ
る
2
年
生
行

事
、
演
劇
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
2
日
間
に
わ
た

り
開
催
し
た
ど
の
ク
ラ
ス
、
ク
ラ
ブ
の
発
表

も
魅
力
あ
る
舞
台
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
最
終
日

に
は
学
校
で
1
年
生
舞
台
発
表
や
展
示
発
表
、

生
徒
会
行
事
が
催
さ
れ
た
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は

各
分
団
が
踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
う

「
輝
堀
祭
」
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
の
若
い
工

ネ
ル
ギ
ー
が
燃
え
た
3
Π
間
の
幕
を
閉
じ
た

秋
の
宗
教
人
権
週
問
・
人
権
行
事

1
物

0
0
仂
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
3

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ヨ
)
ヨ
丁
Φ
「
m
-

Ⅱ
月
7
S
Ⅱ
日

秋
の
宗
教
人
権
週
間
で
は
、
本
田
栄
一
先
生

(
桜
美
林
中
誉
同
校
学
校
長
)
、
=
亘
同
康
先
生

(
Π
本
キ
リ
ス
ト
教
団
豊
中
教
会
牧
師
)
、
鈴
木

祈
先
生
(
口
本
キ
リ
ス
ト
教
団
大
阪
教
区
教
務

牧
師
)
を
お
招
き
し
、
礼
拝
奨
励
を
し
て
ぃ
た

だ
い
た
。
ま
た
宗
教
人
権
週
問
の
最
終
日
に
は

人
権
行
事
を
行
い
、
映
画
鑑
貰
「
マ
ラ
ソ
ン
」

の
他
、
 
1
年
生
で
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
体
験
、
点
字
・
生
活
グ
ッ
ズ
体
験
、
二
年
生

ツ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

、

q

体育祭の棒倒しのーコマ

",、<{

、'ず"



で
は
点
字
作
業
や
、
介
助
犬
、
中
椅
了
体
験
、

手
話
、
ハ
ン
グ
ル
講
座
、
 
3
年
生
で
は
人
椛
ゆ

、ノ

か
り
の
地
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
(
耳
塚
・
八
坂
の

塔
・
伏
見
の
戦
跡
他
)
、
立
厶
叩
鎚
平
和
ミ
ユ

ジ
ア
ム
と
陪
審
法
廷
同
輩
衣
箸
<
同
作
業
所

の
訪
問
、
丹
波
マ
ン
ガ
ン
記
厶
驫
を
訪
問
す
る

な
ど
し
て
人
権
に
つ
い
て
の
見
識
を
深
め
た

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
ク
リ
ス
マ
ス
燭
火
礼
拝

2
学
期
終
業
式
に
ク
リ
ス
マ
ス
礼
井
を
个
校

生
徒
が
参
加
し
て
行
っ
た
ま
た
夕
刻
に
は
チ

ヤ
ヘ
ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
燭
火
礼
井
を
行
い
、
多

く
の
参
加
者
で
販
わ
っ
た

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

捻
月
鈴
U
S

沖
縄
研
修
旅
行

捻
打
部
H
S
紛
日

3
年
生
は
4
泊
5
日
で
長
野
県
志
賀
高
原
一

の
瀬
ス
キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
(
参
加

名
2
5
8
人
)
と
、
 
3
泊
4
Π
で
沖
縄
の
平
和

学
習
を
中
心
と
し
た
研
修
旅
行
(
釦
人
)
を
行

つ
た
。
今
年
は
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
出
発
が
大

雪
の
た
め
1
日
遅
れ
、
 
3
痢
の
キ
ャ
ン
プ
と
な

つ
た
が
、
無
事
日
程
を
終
r
し
、
生
徒
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
に
中
学
校
生
活
最
後
の
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
H
々
を
過
こ
し
た

0
0
Φ
工
一
仂
工
>
刀
m
勺
0
刀
↓
 
5

2
0
0
5
年
度
5
中
高
『
秋
季
宗
教
教
育
強
調
週
間
』

中
村
幸
久

「
尿
も
大
例
な

こ
と
」
平
田
義

「
い
の
ち
の
重
さ
」

山
田
真
理

「
傍
ら
に
ゾ
つ
占
」

中
学

U
村
7
日
(
刈
)

三
ハ
磊
康

{
咋
U
、
今
"
、
例
門
」

辻
村
佳
子

「
満
た
さ
れ
る

、
つ
れ
し
さ
」

高
校

巾
学
(
シ
ョ
ー
ト
礼
H
)

Π
"
8
Π
(
火
)

横
野
朝
彦

わ
た
し
が
好
き
」

葉
以
潔

「
新
し
い
も
の
」

H
例
9
日
(
水
)

辻
村
佳
子

「
木
ψ
1
に
ほ
し
い
も
の
」

鈴
木
祈

「
い
つ
も
熱
く

生
き
る
」

本
田
栄
一

「
何
の
た
め
に
学
(
シ
ョ
ー
ト
礼
拝
)

ぶ
の
か
」

、
し
.
 
1
田
峠
、
一

(
シ
ョ
ー
ト
礼
村
)
「
知
る
力
、

Π
ル
拔
く
力
」

横
野
朝
彦

山
田
真
理

「
傷
と
の
出
会
い
」

「
わ
た
し
が
好
き
」

中
村
幸
久

山
田
真
理

「
傍
ら
に
立
つ
省
」

厳
も
人
W
な
こ
と
」

中
村
幸
久

桜
野
朝
彦

「
最
も
大
例
な

「
向
こ
う
博
へ
」

こ
と
」

三
ハ
需
康

鈴
木
祈

「
挑
架
3
北
、
柿
8
作

「
眼
力
(
め
じ
か
ら
)

人
U

小

葉
以
潔

中
学

「
い
つ
ま
で
も

残
る
も
の
」

横
野
朝
彦

高
校

「
雌
を
披
る
」

、
"
中
田
陳
、
一

高
等
学
校
「
知
る
力
、

見
拔
く
力
」

局
校

品
な
ど
を
販
売
し
た
。

円
月
Π
日

秋
の
遠
足

ス
に
乗
り
、
観
修
農
園
い
も
ほ

全
園
児
で
バ

り
に
出
掛
け
た

円
月
器
口

お
茶
会

年
長
児
が
チ
ャ
ペ
ル
前
で
総
長
先
生
・
理
事

長
先
生
や
教
職
員
の
方
な
ど
に
お
茶
や
お
菓
子

を
迎
ぴ
、
Π
頃
の
お
稽
占
の
お
点
前
を
し
た
。

チ
ヤ
ペ
ル
ア
ワ
ー

Ⅱ
月
2
日

年
長
組
園
児
が
神
学
部
礼
拝
堂
で
、
堂
腰
園

長
倫
を
聞
い
て
、
讃
戈
歌
を
歌
い
、
共
に
礼

仟
を
し
た
『
能
と
聖
の
対
話
』
礼
拝
Ⅱ
打
5
H

Ⅱ
H
n
H

収
穫
感
謝
祭

嗣
児
が
各
家
庭
か
ら
野
菜
や
果
物
を
持
ち
寄

り
、
共
に
収
穫
を
咸
糊
し
て
礼
拝
を
し
た
。

Ⅱ
月
器
日

校
祖
墓
捗

全
園
児
で
新
島
襄
先
生
の
墓
前
に
集
ま
り
、

園
長
先
生
に
ょ
る
礼
仟
を
も
っ
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
蛯
刃
4
H

京
都
い
の
ち
の
電
話
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
に
年
長
組
の
希
望
園
児
が
聖
歌
隊

と
し
て
参
加
し
た
。

n
月
玲
Π

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

新
島
会
館
で
全
園
児
が
揃
っ
て
、
礼
拝
・
ペ

ー
ジ
エ
ン
ト
を
し
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
来
て

保
護
者
と
共
に
お
祝
い
を
し
た

幼
稚
園

中
学
校

本
田
栄
一

「
何
の
た
め
に
学

ぶ
の
.

辻
村
佳
子

弓
霊
「
Φ
m
-
V
δ
仁
二

辻
村
佳
子

「
ル
<
箏
る
川
界
へ
」

本
田
栄
一

「
何
の
た
め
に
学

ぶ
の
か
」

Ⅱ
"
円
U
(
木
)

本
田
栄
一

「
何
の
た
め
に
学

ぶ
の
か
」

本
田
栄
一

「
知
る
力
、

見
抜
く
力
」

七
夕
発
表
会

7
打
6
0

寒
梅
鯨
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
、
全
園
児
が

家
族
を
迎
え
、
ク
ラ
ス
毎
に
歌
や
ダ
ン
ス
、
オ

ペ
レ
ッ
タ
な
ど
を
披
露
し
た
。

お
泊
り
保
育

7
月
8
・
9
n

年
長
組
が
園
に
淵
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
や
花
火
を
し
て
楽
し
く
過
こ
し
た7
円
n
H

7
月
お
誕
生
会

午
前
中
は
全
園
児
が
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、
ダ

ン
ス
や
歌
の
発
表
を
し
た
り
、
教
員
た
ち
の
出

し
物
を
観
て
、
午
後
か
ら
は
誕
生
日
を
迎
え
た

憎
ル
と
そ
の
保
護
者
が
園
に
集
ま
り
、
教
貝
も

と
も
に
昼
食
を
い
た
だ
き
、
ケ
ー
キ
に
ろ
う
そ

く
を
灯
し
て
お
祝
い
を
し
た
(
毎
月
一
川
行
わ

れ
る
)
。
琵
琶
湖
キ
ャ
ン
プ

8
月
2
H

年
長
組
が
比
良
キ
ャ
ン
プ
場
へ
電
車
で
出
か

け
、
水
遊
び
、
バ
ー
ベ
キ
ユ
ー
、
ス
ィ
カ
削
り

な
ど
を
楽
し
ん
だ

夏
期
保
育

8
"
3
S
5
Π

水
遊
ぴ
、
色
水
遊
ぴ
ゃ
フ
ィ
ン
ガ
ー
ヘ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
し
て
過
こ
し
た

同
窓
会

8
刀
4
Π

卒
嗣
生
が
集
ま
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
お
や

詞

H
同
Ⅱ
旧
(
金
〕

鈴
木
祈

「
上
が
受
け
人
れ
て

く
だ
さ
る
力
ら
」

鄭
富
京

一
感
謝
す
る
心
」

つ
を
食
べ
た
り
し
て
楽
し
く
過
こ
し
た

入
園
説
明
会

9
打
3
U

2
0
0
6
年
皮
の
人
嗣
説
明
を
行
っ
た
9
打
鈴
日

運
動
会

女
イ
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
保
護
者
も
参

加
し
、
共
に
競
技
や
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
。
0
 
司
 
1

ゞ
ザ
ー

H

1
j

女
子
中
高
校
内
で
、
同
宏
美
女
子
中
高
と

比
<
に
園
児
制
作
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
グ
ッ
ズ
商

(
シ
ョ
ー
ト
礼
拝
)

英国工ーコン幼児学校との交流協定のときのお茶会(伺志社チャペル前)

女子中高

27

日

国際中商 香里中高




